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は　じ　め　に
ニュージーランドでは、教育省がオリンピズム
の教育的価値に着目し、学校のカリキュラムで保
健体育の理念にオリンピズムの考え方を取り入れ
ている。特に、保健体育の主要分野の一つである
スポーツ学習では、オリンピズムを具体化した学
習内容で構成され、それらに立脚した指導書が教
育省から発行されている（田原・池田、2008）。
こうしたニュージーランドの保健体育学習を補
強し、さらにスポーツに関心をもつ学校以外の幅
広い層にもオリンピズムを普及・促進していくこ
とを目的として、ニュージーランドオリンピッ
ク・アカデミーは教師用資料「スポーツを通して
の倫理」“Ethics Through Sport”を2007年に制
作し、 全国の学校を含む関係機関に広く配布し
た。
本研究では、この教師用資料を取り上げ、その
内容を検討するとともに、制作の指揮をとったニ
ュージーランドオリンピック委員会・オリンピッ
ク博物館長のチャ ールズ・ カリス（Charles 
Callis）氏、および当時のニュージーランドオリ
ンピック・アカデミー会長として制作に深くかか
わり、また本人も DVDに登場しているイアン・
カルパン（Ian Culpan）氏（カンタベリー大学教
育学部准教授）にインタビューを行い、この資料
開発の背景、意図、展望などを聞いた。
日本の学校では、人格形成にかかわる精神面や
倫理的な内容になると、体育やスポーツよりもむ
しろ道徳の授業で扱われることが多いようであ
る。そこで、ニュージーランドでは、倫理的な内
容をどのように体育の資料・教材として取りあげ
ているのか、その構成と内容を明らかにした。ま
た、近年のオリンピック教育の教材開発は、印刷
費などの経費削減やより広い頒布のために、冊子
体からインターネットの活用やCD、DVDなどの
デジタル媒体に移行しつつある。つまり、スポー
ツを通した倫理教育と教材のデジタル化の両面に
おいて、ニュージーランドの事例から得られる示
唆は少なくないと思われた。
Ⅰ．教師用資料「スポーツを通しての倫理」
１．内容の概要
この教師用資料は、ニュージーランドオリンピ
ック委員会のオリンピック博物館における展示
「スポーツを通しての倫理」を発展させたもので、
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17〜18歳（ニュージーランドで 13年生）の高校
生を指導対象としている。そこでは、将来への挑
戦と、オリンピック・ムーブメントの哲学（オリ
ンピズム）において具体化される普遍的、基本的
な倫理的諸原則を調べることに焦点が当てられて
いる。
学習活動は、次の３領域で若い人々に情報を提
供し、チャレンジさせるようなテーマで展開され
る。
１） 倫理的な生活の諸原則を、どのようにスポー
ツを通じて学ぶことができるか。
２） スポーツをめぐるどのような社会的な要素が、
スポーツにポジティブなあるいはネガティブ
な影響を与えうるのか。
３） これらの社会的なチャレンジによって、どの
ようにスポーツを通じて学習を深めることが
できるか。
この教材は、ニュージーランドの保健体育カリ
キュラム（1999, 2007）に沿った内容であり、ス
ポーツ学習のレベル8で、カリキュラムの根本に
ある「態度と価値の概念とそれらのオリンピズム
との関係」に対応している。
学習成果として、生徒たちは次のことを批判的
に分析することが求められる。
　・ 倫理的な態度、価値、振る舞いを発展させる
上でのスポーツの役割
　・ スポーツを通じての倫理の学習と実践に影響
を与える要素
　・ スポーツにおける非倫理的な実践が、どのよ
うに自分自身、他人、社会の健康や安全に影
響しうるか
　・ スポーツにおける倫理的な振る舞いを促進し
たり妨げたりするような社会的な態度と実践
学習活動のテーマは以下の４つである。
①スポーツの価値
②スポーツを通しての学習
③スポーツを通しての倫理の学習
④倫理的なスポーツ実践への影響
２．CD-Rom資料
CD-Romには、 以下のファイルが含まれてい
る。
　・資料の活用方法
　・ 学習活動の教師用手引き（上記４つのテーマ
別）
　・基準達成のための評価タスク
　・ワークシート集
　・教室で使用するパワーポイント用スライド集
　・各種ポスター
３．DVD資料
DVD資料は、全体で40分の長さで、主にスポ
ーツの各界を代表する人々のインタビューで構成
されている。彼らは、スポーツの指導には身心一
体の全体的なアプローチが必要であることや、ス
ポーツでは技能や勝敗に囚われることなく、人間
としての教育がいかに重要であるかを語ってい
る。個々のタイトルおよび副題は以下の表に示す
とおりである。
インタビューに登場しているのは以下の人々で
ある。
　・ イアン・カルパン（ニュージーランドオリン
ピック委員会オリンピック・ アカデミー会
長）
　・ グレイム・スティール（ドラグッグフリー・
スポーツNZエグゼクティブディレクター）
　・ ジャン・キャメロン（スイミング・ニュージ
ーランド、コーチング・ハイパフォーマンス・
ディレクター）
　・ サラ・ウルマー（オリンピアン）
　・ ダラス・セイマー（前オールブラック、ニュ
ージーランド・マオリ・アンド・セブンズラ
グビー代表。クアラルンプール開催コモンウ
ェルス・ゲームズ、ラグビーセブンの金メダ
リスト）
　・ ローナ・ギレスビー（ニュージーランド、体
育シニアアドバイザー）
　・ グレッグ・オーク（カイロプラクター、2004
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年アテネオリンピック競技大会、メルボルン
開催 2006年コモンウェルス・ ゲームズ　ヘ
ルスチームメンバー）
　・ ヒュー・ガルバン（カンタベリー大学教育学
部、体育・スポーツコーチング上級講師）
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Ⅱ．制作関係者へのインタビュー
教師用資料「スポーツを通しての倫理」につい
てより深く理解するために、関係者にインタビュ
ーを行い、項目ごとに整理した。
１．制作の動機について（チャールズ・カリス氏）
　・ オリンピズムに関する資料のなかで、倫理と
いうテーマはこれまでも取り上げられてきた
が、学校に配布できるような学校向けの資料
がほとんどなかった。つまり教師が「スポー
ツを通しての倫理」について学ぶ資料がなか
った。また、倫理をスポーツの実践を通して
学ぶ方法を知ることが重要であると感じてい
た。
　・ プロスポーツの世界で、商品化されるアスリ
ートの現状をみるとき、倫理、フェアプレー、
そしてコーチの役割に注目したかった。そし
て、それらを明確にするためにも教材を作成
したかった。
２．制作の意図について（チャールズ・カリス氏）
　・ 様々な専門家がもつスポーツを介した倫理観
について考えを聞きたかった。特に、関心が
あったのは、「フェアプレー」と「コーチの
意義」である。フェアプレーは、今日、商業
化やアスリートの商品化などとの関係で切実
な課題である。また、コーチは倫理的行動を
教える立場にあり、アスリートの競技成績は
もちろんのこと、生き方にも莫大な影響を与
える。
３．制作過程について（チャールズ・カリス氏／
イアン・カルパン氏）
この教師用資料は、NOC（この場合、ニュー
ジーランドオリンピック委員会）とNOA（この
場合、ニュージーランドオリンピック・アカデミ
ー）とカンタベリー大学との共同制作によって完
成されたことが注目される。以下に、機関別の分
担を記す。
〔NOC〕
　・ 企画
　・ 国際オリンピック委員会（IOC）のオリンピ
ック・ソリダリティによる資金調達
　・ インタビュー対象者の人選
　・ カリキュラムの専門家を招聘し、インタビュ
ーを実施、分析、編集
　・ NOAに資金を提供し、教師向けの教本作成
を依頼
〔NOA〕
　・ オリンピック・アカデミーの教育部で教材キ
ットの作成を大学に委託
〔大学〕
　・ 高校生を指導対象とした体育カリキュラムと
制作されたDVDを関連づけた教師用資料の
執筆・作成
　・ 教師向け研修会の実施（講師は大学スタッフ、
スタッフの旅費および費用は NOA/NOCが
負担）
４．DVD制作の意義について（イアン・カルパ
ン氏）
　・ 対象者は、教師の他、スポーツのコーチ、ス
ポーツに興味のある地元の人たち、学生、ス
ポーツ運営団体の人なども含まれる。
　・ スポーツを通して何かを教えようとするのが
ねらいで、スポーツをやった結果、何かを学
ぶ、スポーツをすることによって様々なこと
が学べることを伝えたかった。
　・ このDVDは教育とは何かという根本的なこ
とを教えてくれる。
５．教師用教材の評価について（チャールズ・カ
リス氏）
直接話を聞いたカリキュラムの専門家からは大
変貴重な教材だという良い評価が得られている。
しかし、実際に使用した教師からのフィードバッ
クは得られていない。今後は、内容の方向性や、
改善すべき点の有無、教材の製造の是非などにつ
いても使用者からの感想を把握していきたい。
Ⅲ． 日本におけるオリンピック教育推進への示唆
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（まとめに代えて）
ニュージーランドのオリンピック教育として、
新しく発行された教師用資料「スポーツを通して
の倫理」を対象に資料・情報を収集し、関係者へ
のインタビューを行った。検討の結果、この資料
の特徴は、以下のように要約することができる。
１） ニュージーランドオリンピック・アカデミー
が制作し、オリンピアンなどオリンピック関
係者も登場しているが、内容はオリンピック
大会に関するものはほとんど含まれていなか
った。オリンピック大会よりもむしろ、スポ
ーツを通しての人間教育に重点が置かれて編
集されている。
２） 教師や指導者が使いやすい工夫と多彩な情報
提供がなされていた（カリキュラムとの関連
づけ、教師用手引き、映像DVD、パワーポ
イント資料、ワークシート、ポスター、評価
タスク）。
３） 複数の関係機関（NOC，NOA，大学）がそ
れぞれの特徴を生かして共同制作で実現させ
た。
日本では、平成20年の学習指導要領の改訂で、
中学校保健体育（体育理論）にオリンピックにつ
いての学習が新規に導入されるなど、教育行政に
おいてもオリンピックの国際的、社会的価値への
着目と関心が高まりをみせている。しかし、実際
に学校現場で指導するだけの十分な資料・教材が
整っているかといえば、まだ不十分であるといわ
ざるを得ない。
東京が 2016年オリンピック・パラリンピック
大会の開催地に立候補したことに関連して、招致
委員会が中心になり、小中高校向けの『オリンピ
ック学習読本』（特定非営利活動法人東京オリン
ピック・パラリンピック招致委員会，2008）が作
成・発行された。これは、東京都・招致委員会・
日本オリンピック委員会の三者による発行であ
り、その意味では関連機関の連携がとれた発行物
であるといえよう。しかし、配布先は主として東
京都内の学校に限定され、全国で使用されるまで
には至っていない。東京都教育庁は都内のスポー
ツ教育推進校に対して、オリンピック教育を重点
テーマとした研修会を実施したが、同書が学習指
導要領に準拠した内容構成になっていないことも
あり、その使用方法について教師の間で戸惑いが
あることも事実である。また、日本の学校におけ
るオリンピック教育の推進が、招致活動に後押し
されたものであることも否めず、継続的・普遍的
なオリンピック教育の実践という面で不安が残
る。日本オリンピック・アカデミーでは、オリン
ピック教育の教師用参考書としての使用も視野に
入れて、『ポケット版オリンピック事典』（2008年）
が発行されたが、その使用程度などについては把
握されていない。
こうした日本の現状を考えると、本研究で明ら
かになった上記３つの特徴は、いずれも日本では
まだ十分達成されておらず、その意味でニュージ
ーランドの例に学ぶべきことは少なくない。何の
ためのオリンピック教育なのかを考えるとき、ニ
ュージーランドが 1894年の IOC設立当初から委
員に入りながら、未だかつて一度もオリンピック
大会を開催・招致したことのない国であることも、
付記しておく意味があるであろう。スポーツを通
して倫理を学び身につけることがオリンピックの
一つの核心である。
今後は、本研究で扱った教師用資料をさらに精
査し、他のオリンピック教育関連資料との比較検
討を重ねていきたい。
なお、本研究は 2009年度国士舘大学体育学部
付属体育研究所研究助成により実施された。
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